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科目名 コンピュータシステム技術 
教科名 工業（情報通信系列） 

学 年 2 年情報 単位数 ２単位（７０時間） 

 

１ 科目「コンピュータシステム技術」について 

学習の到達目標 情報処理システムの分析，設計，構築，運用などのコンピュータシステムに関する知識と技

術を習得させ，ネットワークシステム，データベースシステム，マルチメディアシステムに

おける分析，設計，構築，運用，保守などに実際に活用する能力と態度を育てること。 

使用教科書 ７実教「工業 375 コンピュータシステム技術」 

  

２ 科目全体の評価の観点の趣旨 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

・情報システムの分析，
設計，構築，運用などに
おいてコンピュータシ
ステムに関する知識と
技術に興味をもち，マル
チメディアシステム，ネ
ットワークシステム，デ
ータベースシステムに
ついて学習しようとす
る意欲をもち，実際にそ
れらを活用しようとす
る能力と態度を身につ
けている。 

・マルチメディアに興味
があり，実際にどのよう
に利用されているかを
探求する意欲がある。 

・コンピュータシステム
を構築するために必要
なソフトウェアとハー
ドウェアの役割を認識
し，目的とするシステム
を構築するためには，ど
のようなソフトウェア
とハードウェアを選択
すればよいかを判断す
ることができる。 

・マルチメディアで扱う
文字･音声･静止画像･動
画像などの表現メディ
アの特性を理解してお
り，適切なメディアを選
択して利用し，情報を発
信することができる。 

・マルチメディアで扱う
文字･音声･静止画像･動
画像などの表現メディ
アの特性を理解してお
り，適切なメディアを選
択・利用してマルチメデ
ィア文書や Web ページ
を作成し情報を発信す
る技術･技能を有する。 

・コンピュータシステム
を理解するうえで必要
な，基本的なハードウェ
アとソフトウェアの知
識を身につけている。 

出席状況、提出物 

平常の学習活動 

学習態度、自己評価 

ペーパーテスト 

観察力 

小論文等 

発表表現能力 

文章表現能力 

ペーパーテスト 

レポート内容 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内  容 判定基準 得 点 

A 十分に理解できていると判断されるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断されるもの ５０％～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期及び学年の評価方法 

  各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの １００～８１ ５ 

十分満足できると判断されるもの ８０～６６ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの  ６５～５１ ３ 

努力を要すると判断されるもの ５０～３５ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ３４～ ０ １ 
 


